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「自学、信愛、努力を基本とし、人間らしい生き方を求める生徒を育てる」 令和６年10月31日

NANBU

学校行事へのご来校・ご参観、ありがとうございました！

一年間の中で最も長い２学期も折り返し地点を過ぎました。９、10月に学校行事として、平日に開

催した運動会や合唱コンクールでは、たくさんの保護者･ご家族の皆様にご参観いただき、ありがと

うございました。今年度、学校運営の柱の一つに「生徒による自治的活動を推進し、自主的・実践的な

態度の育成」があります。実行委員の生徒が企画・準備を進め、１学年から３学年までが縦と横のつ

ながりを大切にして取り組み、全ての生徒が自分の力を伸ばし、その力を発揮してくれました。

「輝け！不滅の南中魂 我らの絆は無限大」のスローガンのもと、予

定どおり9月19日(木)に運動会を開催しました。残念ながら午前中は

土砂降りの雨でしたが、屋内バージョンのプログラムで行いました。

各種目の競技は２階アリーナで行い、競技していない生徒は団ごとに

メディアスペースや視聴覚室等に分かれて大画面を見ながら応援しま

した。また、保護者・家族の方々には３階ギャラリーで観覧していた

だくなど、本校の特徴ある施設を有効に活用しました。
開会式

１年 しっかりはこう!
つなGo!おぱんちゅリレー

２年 おこしまくれ！協力の風！未来の風！ ３年 一致団結！さくらんぼリレー！

１～３年 男女６×100ｍリレー

３団が一斉にスタートして競う

のではなく、１団ずつ走ったタイ

ムを計り、勝敗をつけました。

午前11時ごろに雨が止んだので、３年生の100m走、応援合

戦、南中ソーランを午後に移してグラウンドで行いました。

本校グラウンドの水はけの良さに感動と感謝！



本年度も氷見市芸術文化館を会場に、10月24日(木)に合唱コンクールを開催しました。

合唱のよさは、同じ歌をクラスや学年のみんなで共有できることです。一つの曲を仲間で共有する

ことによって気持ちが一つになり、人と人との心のつながりが生まれ、深まってきます。そして、人

の声と自分の声を重ね合わせてハーモニーをつくっていく喜びや、歌詞や曲のもつ内面の世界に入り

込んで自分の声で表現することの喜びを味わうができます。

３年生は、これまでの経験を生かし、指揮者・伴奏者・パートリーダーが中心となり、クラスの仲間

と気持ちを込めて本気で練習に取り組み、完成度の高い合唱曲をつくり上げてくれました。

２年生は、３年生の姿を見習いながら、昨年よりも質の高い合唱をつくり上げました。どうしたらも

っと素晴らしい合唱ができるのかを学級会で話し合うこともしてきました。

１年生は、初めての合唱コンクールをとおして、仲間と心を合わせ、本気で取り組むことの大切さを

学ぶことができたようです。。

プログラムの最後は、全校生徒による「若人の歌」。今年の合唱コンクールの締めくくりとしてふさ

わしく、素晴らしい大合唱でした。

これからも、「お互いを讃え、声高らかに歌う南部中学校の生徒」であることを心から願っています。

10月の主な活動

10/5 富山県中学駅伝競走大会

10/9 後期生徒会長立会演説会・投票

10/22 後期生徒会役員任命式

10/16 県中学校教育課程研究大会（２年2組学級活動）

10/27 氷見市駅伝競走大会


